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府立門真西高等学校 

校 長  山 領 正 德  

 

 
平成 31 年度 学校経営計画及び学校評価 

１ めざす学校像 

一人ひとりの個性の伸長を図る教育活動により、将来社会に貢献できる能力と豊かな人間性を持つ人材を育成し、地域に信頼される学校をめざす。 

１．生徒一人ひとりが、自分の持つ能力を十分に発揮できるよう、学習指導、生徒指導、キャリア教育を推進する。 

２．守るべき規範と果たすべき役割を自覚し、社会に貢献する志を持つ生徒を育成する。 

３．中学校との連携、保護者や地域との連携を推進し、地域での存在価値と信頼感を高めていく。 

 

２ 中期的目標 

１ 確かな学力の育成 

（１）｢わかる授業｣｢参加する授業｣をめざした授業改善に取り組み、主体的に学習する力を身に付ける。 
ア 「授業改善チーム」を核に、観点別学習状況の評価を進めるとともに授業改善に努める。 

イ 「主体的、対話的で深い学び」の実現をめざし、生徒の主体的な授業参加をめざす。  

※ 授業アンケートにおける興味関心、知識技能に係る生徒の満足度(平成 30 年度 79.5％)を上昇させ、2021 年度には 80％以上にする。 

※ 生徒向け学校教育自己診断における授業満足度(平成 30 年度 69.1％)を、202１年度には 70％以上にする。 

（２）学習支援体制の構築 

ア 教科による基礎学力診断テストの効果的な活用 

イ 学力定着のための補習や進路実現のための講習を計画的に実施する。 

２ キャリア教育の推進 

（１）キャリア教育のさらなる充実を図り、主体的に進路を決定する生徒を育てる。 

  ア 外部の基礎学力診断テストの効果的な活用をめざし、進路を切り拓く生徒の育成に取り組む。 

  イ 生徒自らが強い意志と責任のもと進路決定ができるよう３年間を見通したガイダンス機能の充実を図る。 

※ 生徒向け学校教育自己診断における進路指導満足度（平成 30 年度 80.1％）を 80％以上維持する。 

※ 継続して進学決定率（平成 30 年度 96.9％）を維持し、2021 年度には 97.0％以上を維持する。 

※ 保護者向け学校教育自己診断における進路指導満足度（平成 30 年度 88.2％→2021 年度 85％以上を維持）及び進路情報満足度（平成 30 年

度 86.8％→2021 年度 85％以上を維持）をあげる。 

※ 学校紹介就職内定率（平成 30 年度 100％）を継続させる。 

３ 豊かな人間性をはぐくむ生徒指導の充実と安全・安心な学校生活の推進 

（１）すべての教育活動を通じて規律規範の確立、公共のルールやマナーを守る社会性の育成を図る。 

  ア あいさつ、時間厳守、身だしなみ等、規範意識の醸成を図る。  

  イ 交通マナーの向上を図る。 

  ※ 欠席・遅刻について前年度比減少を図る。 

（２）生徒の自主的活動を支援し、可能性を最大限に伸ばす教育を実践する。 

  ア 学校行事や生徒会活動を通じて生徒の主体的な参加推進を図り、地域連携及び地域貢献を推進する。 

  イ 部活動の活性化に向けた取組みを推進する。 

（３）安全で安心な学校生活の推進 

   ア 人権教育の取組みを通して生命やお互いを大切にする心を育て、人権侵害を許さない学校体制づくりを進める。 

   イ 情報リテラシーの育成を図り、情報社会における正しい判断や望ましい態度等、情報モラルの向上に努める。 

ウ 学校保健・安全指導と教育相談体制の充実を図る。 

４ 学校力の向上 

 （１）地域に信頼される学校づくりをめざすため、活発な広報活動の推進を図る。 

ア 中学校訪問、学校説明会等を組織的、計画的に実施し、本校教育内容の周知を図る。 

イ ＨＰ・メルマガの充実を図り、保護者等からの理解を得るとともに協力体制をさらに充実させる。 

ウ PTA 活動を推進し、学校行事への保護者及び地域からの参加の促進を図る。   

 （２）組織的、計画的な学校運営体制の構築を図る。 
ア 運営委員会を中心に機動性を高め、各学年・分掌等の組織力強化を図り校務運営の充実を図る。 
イ 「学び続ける」教職員の組織的・継続的な育成を図る。 
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【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】 

学校教育自己診断の結果と分析［令和元年実施分］ 学校運営協議会からの意見 

【学習指導等】 

・｢わかる授業｣｢参加する授業｣の実現に向け、学校教育自己診断の授

業満足度は（生徒 69.1%→63.7%、保護者 86.4%→79.9%）と

学年進行でも下降した。担任や教科担当の途中交代が影響している

と考えられる。一方、生徒の授業アンケートにおける各授業への満

足度（興味関心・知識技能）の平均値は、77%を維持した。引き続

き、生徒の実態に即した組織的な授業改善に向けての取組みの充実

が必要である。 

【キャリア教育】 

・系統的キャリア教育及び生徒一人ひとりに応じたきめ細かい指導の

さらなる充実の結果、進路指導に係る満足度は、非常に高いレベル

を維持しており（生徒 80.1%→81.7%，保護者 進路指導 88.2%

→86.2%、進路情報 86.8%→81.5%）、安定してきた。 

【生徒指導等】 

・学習環境（49.4%→45.2%）、学校行事（71.7%→67.3%）、教

育相談（親身に対応 69.1%→62.5%，気軽に相談 63.6%→

58.5%）、人権教育（73.5%→68.5%）、安心安全（79.4%→

77.3%）と全体では、軒並み低下したが、極端なものはなかった。

学年進行では、３年は上昇、2 年は低下、1 年は経年比較で低下と

なっている。行事等での生徒指導面の厳格化の影響や担任・教科担

当の途中交代などが影響していると考えられる。学校運営協議会か

らご指摘いただいたように、身だしなみやマナー等については今後

も保護者と十分連携して、粘り強く丁寧な生徒指導を継続していき

たい。また、教育相談・人権教育・安全教育についてもより一層の

充実を図りたい。新規追加の「授業規律」と「SNS マナー」につい

ては、非常に高い（95%以上）肯定度だったが、日常的な生徒への

注意や啓発が、数字に大きく影響していると考えられる。 

【学校運営】 

・今年度の肯定的評価平均は、保護者(85.9%→82.3%)、教員(74.9%

→78.5%)・生徒（70.8%→71.2%、新規項目を除くと 67.3%）

である。上昇下降度で見ると昨年までよりも高い数字で安定してき

ている。学校教育自己診断（教員）の昨年課題とした組織的な改善

に関わる項目は（授業改善 64.1%→81.4%，学校行事 69.2%→

69.8%，校内研修 59.0%→67.4%）となり、教員の意識改革が進

んだと判断できる。 

【第１回：７月１２日（金）開催】 

＜平成３１年度学校経営計画について＞ 

・情報リテラシー指導の取り組みは、継続できているか？小学校では、ゲームでトラ

ブルが、多発している。中学・高校と規則の一貫性も必要ではないか。 

・門西生のマナーは、年々向上していると思う。化粧やアクセサリーの指導や自転車

のマナーなど、まだまだ課題は残っているが、焦らず指導を継続してほしい。 

・指定校求人（就職）・推薦（進学）に関する指導は、計画通りか？問題点や課題はな

いか。 

・学校教育自己診断（保護者）満足度低下の原因については、記述や懇談等聞いた内

容なども含めいろいろな角度から検討してほしい。 

【第２回：１１月１１日（月）開催 授業見学も実施】 

＜平成３１年度学校経営計画進捗状況について＞ 

・授業はかなり落ち着いている。ＩＣＴを利用している教員が多いようだが、教材の

共有や使い方の研修は、行っているか？生徒の考えを深く聞き、肯定的な評価はし

ているか？ 

・パッケージ研修で取り組んでいる「授業改善」研修の反応や成果はどうか？生徒に

問う授業アンケート結果分析を取り込んでいるか？生徒が自信をつけることのでき

る授業づくりを検討してほしい。 

・学校教育自己診断（生徒）の「学習環境」の質問は、ほとんどの生徒が夏のクーラ

ーの使い勝手について答えている。次年度から質問を変えた方が良い。 

・いじめや SNS のトラブルなど相談しやすい雰囲気づくりはできているか？いじめ対

策としての組織的にどのようなことに取り組んでいるのか。 

・教員の働き方改革はどの程度取り組んでいるか？長時間労働の実態はどうか？ 

【第３回：２月１７日（月）開催】 

・自己診断（生徒）新規項目（授業規律と SNS マナー）は、非常に高い数値だが、個

人に問う聞き方なので、生徒全体に問う形に変えるべき。 

・1 年生の自己診断結果等から学校へ意識が例年より低いと分析が出たが、これをど

のように活用してケア（授業改善や生徒指導）していくのか？ 

・パッケージ研修（授業改善）で教科を超えて共有できるものがあったのは成果だと

思う。今後各教科の専門性の改善は検討しているか？小中学校で「タブレット一人

一台配布」の教育を受けた生徒が入学してくるが、小中学校の授業も見に行っては

どうか。 

・高校生の早期退職抑止対策である職場見学やインターンシップの現状と今後の見通

しは？ 

・ＰＴＡ関連の行事をきっかけに、連携（高大）拡大は評価できる。他の目標（キャ

リア教育等）にも活かせないか検討してほしい。 

３ 本年度の取組内容及び自己評価 

中期的 
目標 今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標 自己評価 

１ 
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学 
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の 

育 
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（１）｢わかる授業｣｢参加する

授業｣をめざした授業改

善の取組み。 
ア 「授業改善チーム」を設

置。パッケージ研修を活
用し全教職員が授業改善
に取り組む。 

 
イ 学びを深める授業を探求

するとともに生徒のコミ
ュニケーション力の育成
を図る。 

 
ウ 継続したＩＣＴ機器の活

用の推進をめざす。 
 
エ 授業規律の徹底指導 
 

 

 

（２）学習支援体制の構築 

ア 外部の基礎学力診断テス

トの効果的活用方法を関

係教科で検討する。 

 

 
イ 個に応じた学習指導の実

践に努める。 

（１） 
アイ・パッケージ研修を活用し、研究授

業や観点別学習評価について、校内
研修を実施する。 

 ・授業見学月間を１・２学期に設定す
るとともに学びを深める授業等、学
校全体で検討する機会を設け、授業
改善に取り組む。 

・継続してユニバーサルデザイン
（UD）を意識した教育環境・授業
づくりを学校全体で構築する。 

 
ウ・タブレット型端末の活用頻度を上げ
る。 
 
エ・授業での目標明示と振り返りの実施

を全授業において行う。 
・すべての教員が指導方針の統一､一

貫した授業規律の徹底を図る。 
 
（２） 
ア・生徒の個々の学力の伸長を客観的に

把握する。 
・１年生から各種資格取得のための検

定試験に向けた講習を積極的に実
施し、各検定受検者の増加を図る。 

イ・学力定着のための補習や発展的学習

を進める講習を各学年、教科、教務

部、進路指導部を中心に計画的に実

施する。 

・各種資格取得のための検定試験に向

けた講習を積極的に実施し、講習参

加者及び検定受検者の増加を図る 

（１） 
アイ・授業アンケートにおける興味関心､

知 識 技 能 満 足 度 80% 以 上
(H30:79.5%)。  

 ・生徒向け学校教育自己診断における授
業満足度の肯定率 68％以上を維持
（H30：69.1％） 

 ・各教科で PDCA サイクルをもとに授

業改善の取組みを検討したか。 

・授業アンケートでの１回目と２回目で

の改善率を上げる。（H30：3.13→

3.16） 
 
ウ・授業改善チームで学習指導方法の工

夫・改善（UD）を考慮した授業、ICT
の活用、主体的で深い学び等を検討し
まとめることができたか。 

 
エ・授業観察時の「授業目標」「振り返り」

の提示 100% 
 ・生徒向け学校教育自己診断における授

業規律の肯定率 70％以上（新規項
目） 

 
（２）       
アイ・各種検定〈漢字・数学・英語・ワー

プロ〉取得のための受検者を前年度
より上回る。（H30 受検者数１１
９名） 

 
・補習、講習等の参加者増加を前年度

より上回る。（H30：延 990 名） 

 

（１） 

アイ・授業アンケートにおける興味
関 心 ､ 知 識 技 能 満 足 度 は
77.0%であった。全体的な下
降傾向の中、２回目の上昇率
が昨年を上回った。（○） 

 ・生徒向け学校教育自己診断の
授 業 満 足 度 の 肯 定 率 は
63.7%に下降した。（△） 

 ・パッケージ研修を活用し、教員 
全体で研究授業・研究協議を実 
施した結果、教員向け学校教
育自己診断の「学習指導方法の
工夫改善」が 81.4%（H30：
64.1）。（◎） 

 ・振り返りシートも２回提出の機
会を設定、肯定値は 3.05 から
3.09 に上昇した。（○） 

ウ・ICT 活用を実践している授業を
研究授業としたことで、具体的
な ICT の活用方法についても
教員間で共有できた。（○） 

エ・授業観察時の「授業目標」「振
り返り」の提示 70%。（△） 

 ・「授業のルールは守られている」
（新規項目）は 96.4%。（◎） 

（２）      
アイ・各種検定〈漢字・数学・英

語・ワープロ〉受検者が増加、
（133 名）、始・終業式で校
長から表彰した。（◎） 

・補習、講習の参加延べ人数は 12
月末で延 780 名。2 年生は進学
講習会を土曜日にも実施してお
り、今年度は延 1000 名を上回
る見込み（○） 
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（１）生徒の進路選択の可能
性を広げる指導体制の充実
を図る。 

 

ア 外部の基礎学力診断テス

トの効果的な活用をめざ

し、進路を切り拓く生徒の

育成に取り組む。 

 

イ 1 年時から卒業後の進路

実現に向けたガイダンス体

制の充実を図る。 

 

 

ウ 保護者や地域に適切な進

路情報を提供する。 

 

（１） 
ア・外部模試等を計画的に立案、実施す

る。 
 ・各学年で基礎学力診断テストの活用

（保護者面談・進路決定）を図る 
 
 
イ・教員はじめ、外部指導者等様々な面

接官による模擬面接を個人または
集団の形式で実施することで実践
力を身に付けさせる。 

 ・就職学習会をはじめ綿密な事前指 
導を重ね、応募前職場見学により生
徒の希望と受験事業所とのミスマ
ッチを防ぐ。 

  
ウ・HP・メルマガを有効活用し進路情

報の提供をおこない、保護者との進
路スケジュール等の共有を図る。 

 ・進学希望者及びその保護者対象に進学
学費説明会、奨学金説明会等早くから
取り組み、進路実現を支援する。 

（１） 
ア・生徒向け学校教育自己診断におけるキ

ャリア教育満足度 80％を維持する。 
（H30：80.1％） 

 ・外部模試の受験者数を前年度より上 
回る。（H30：延べ 77 名） 

 ・継続して進学決定率が維持できたか。
（H30：96.9％） 

・理由のない進路未決定者 18％以下。 
（H30: 14.4％） 
 

イ・学校紹介就職希望者の就職内定率
100％を維持する。 

 
 
 
ウ・保護者向け学校教育自己診断における

「進路についての必要な情報をよく
知らせてくれる」に対する肯定的回答
が前年度（H30：86.8％）を上回る。 

 ・進路関係の各説明会の参加者前年度 
比増（H30：172 名参加） 

（１） 
ア・生徒向け学校教育自己診断に

おけるキャリア教育満足度
は 81.7 に上昇。卒業生から
学ぶ企画は、学校運営協議会
でも高評価を得た。（◎） 

 ・外部模試の受験者数は１年が
2、２年が 17、３年が大学
進学希望者数減少に伴い 28
で合計 47 名であった。（△） 

 ・進学決定率は 93.5%で、昨
年を少し下回った。（△） 

 ・理由のない進路未決定者は最
終 15.1%であった。（○） 

 
イ・学校紹介就職希望者の就職内

定率は 100％を維持。（○） 
 
ウ・保護者向け学校教育自己診断

における「進路についての必
要な情報をよく知らせてく
れる」に対する肯定的回答は
81.5%であった。（△） 

・進路関係の説明会参加者数は
160 名（昨年比-7p）（△） 
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（１）規律規範の確立 

ア あいさつ、時間遵守、身

だしなみ等、規範意識の

醸成を図る。 

 

イ 交通マナーの向上。 

 

（２）生徒の自主的活動の支

援 

ア 学校行事や生徒会活動の

主体的な参加促進。 

 

イ 部活動の活性化に向けた

取組みの推進。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 高大連携校との活用促

進。 

 

 

（３）安全で安心な学校生活 

の推進 

ア 生命や人権を大切にする

心を育てる。 

 

イ 保健・安全指導と教育相

談体制の充実。 

 

 

 

 

 

 

 
 

（１） 
ア・学校全体で取り組み、保護者と連携

した指導をおこなう。特に遅刻の常
習者への指導を強化する。 

イ・年間通して外部機関等を活用して自
転車乗車マナーの向上を図る。 

 
 
（２） 
ア・生徒指導部・西高祭委員会を中心に、

継続的に学校行事の見直しを図る。 
 
イ・部活動の継続を支援するため、入部

機会の拡充を図る。 
・安全・安心に部活動ができるよう環

境整備に努める。 
・ノークラブデー（部活動休養日）を

徹底し、メリハリのある部活動をめ
ざす。 

 
・全部活動が共通した目標を掲げ、高

校での部活動の重要性を近隣中学
校の部顧問に働きかける。 

・門真西高カップの継続により、中学
校との交流機会をさらに広げ、部活
動の活性化を図る。 

 
 
 
 
 
ウ・高大連携校情報共有を密にする。 
 
 

（３） 
ア・現状の課題解決に向けた人権教育計

画となるよう見直しをおこない、研
修等を実施する。 

 ・携帯情報端末（スマートフォン等）

や SNS 上での、正しい知識と安全

な使用方法を身に付けさせる。 
・教育相談委員会、中退防止連絡会を

中心に、ＳＣ、関係機関との連携を
推進し、相談活動を充実させる。 

・一人ひとりの教育的ニーズに応じた
支援体制を確立し、｢高校生活サポ
ートカード｣｢個別の教育支援計画｣
の適切な活用を図る。 

 

 

イ・教職員の救急講習会全員参加を継続

する。 

 ・防災教育の新たな取組みを進める。 

 ・保健部を中心に、生徒に「自分の健

康（命）は自分で守る」という意識

の醸成を図る。 

（１） 
ア・欠席・遅刻の前年度減。（H30：欠席

5015、遅刻 3149） 
・学校運営協議会での意見、外部（来校

者）評価。 
イ・自転車乗車マナーが向上したと感じて

いる生徒の割合 80％以上。（H30：
74.7％） 

 
（２） 
ア・生徒向け学校教育自己診断における学

校行事満足度が前年度（H30：
71.7%）を上回ったか。 

 
イ ・ 部 活 動 加 入 の 機 会 拡 充 の 維 持 。

（H30：４月・11 月） 
・熱中症やケガ等部活動による事故の 

未然防止ができたか。 
・ノークラブデー（部活動休養日）の徹

底ができたか。 
・各部活動が近隣中学校と合同練習等を

行い、情報共有する機会が持てたか。 
・門真西高カップ（４種目）の継続と中

学校の部活動との交流機会が拡充で
きたか。 

 
 
 
 
 
 
ウ・連携校との新たな企画が実行できた

か。 
 
（３） 
ア・現状の課題に対応した取組みが学校全

体でおこなえたか。 
 ・情報リテラシーについての継続した啓

発がおこなえたか。 
 ・生徒向け学校教育自己診断における

SNS 等について正しい使用方法、マナ
ー向上について肯定率を上げ意識向上
をめざす。（新規項目） 

・生徒向け学校教育自己診断における「教
育相談」に対する肯定的な回答が前年
度（H30：「親身に対応」69.1％、「気
軽に相談」63.6％）を上回ったか。 

・各種連携および｢高校生活サポートカー
ド｣の活用により個々の生徒に対して
｢個別の教育支援計画｣の作成及び適切
な支援ができたか。 

 
イ・教職員の救急講習会参加 100％を維持

する。 
 ・防災教育の新たな取組みができたか。 
 ・生徒向け学校教育自己診断における災

害時の行動の把握が昨年度（H30：
78.0％）を上回ったか。 

 ・生徒向け学校教育自己診断における生
徒の健康・安全に対する意識が昨年度
より上回ったか。（H30：79.4％） 

   

（１） 
ア・根気強い指導の結果、遅刻者

数は2月12日現在で2621
件（昨年比-16.8p）であっ
たが、欠席者数が 5546 件
（昨年比+10.6p）となった。
（○） 

イ・自転車乗車マナーが向上した
と感じている生徒の割合は、
72.4%であったが、学校運
営協議会でも改善に肯定的
な意見をいただけた。（○） 

 
（２） 
ア・生徒向け学校教育自己診断に

おける「学校行事満足度」は
67.3%であった。（△） 

 
イ・部活動加入の機会（４月と

11 月）拡充は維持。（○） 
 ・安全講習会に加えて 2 年生 

の救急講演会を実施。（◎） 
 ・今年度の初めに再確認（○） 
 ・門真西高カップ（男女バスケ）

は 9 月に実施、3 月のサッカ
ーとラグビーは新型コロナ
ウィルスの影響で中止。ま
た、門真市内の中学校との部
活連携について府教委と調
整を開始。（◎） 

 
ウ・四條畷学園短大と 7 月に新た

に連携協定を締結。PTA 等で
の活用を検討中。（◎） 

 
（３） 
ア・在日外国人についての生徒向 

け全体講演会を実施。（○） 
・SNS についての生徒向け講演

会を 4 月早々に実施。（○） 
・学校教育自己診断における

SNS マナーについて（新規項
目）は 97.3%であった（◎）。 

・「教育相談」に対する肯定割 
合は「親身に対応」62.5％、
「気軽に相談」58.5％となり、
ともに昨年を下回った。（△） 

 ・「高校生活サポートカード」の
活用および「個別の教育支援計
画」作成での生徒支援。（○） 

  
 
イ・教職員の救急講習会参加は

100％を維持。（○） 
 ・第 2 回避難訓練で門真消防署

と連携し、指導助言をいただ
き、続いて職員研修実施。（◎） 

・生徒向け学校教育自己診断の
「災害時の行動の把握」は 

74.7%であった。（△） 
・生徒向け学校教育自己診断の 
「生徒の健康・安全に対する意

識」は 77.3%であった。（○） 
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（１）広報活動の推進。 

ア 中学校訪問、学校説明会

等の計画的、組織的な実

施。 

 

イ ＨＰ・メルマガの充実。 
 

ウ PTA 活動の推進、学校行

事への保護者、地域住民

の参加促進。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）組織的、継続的に学校

力の向上を図る。 
ア 学校運営体制の確立。 
 
イ「学び続ける」教職員の組

織的・継続的な育成。 
 

（１） 
ア・中学校への出前授業及び学校説明会

の実施要請を積極的に行う。 
 
イ・ＨＰの更新をはじめメルマガを有効

活用し、保護者及び中学生に適切な
情報発信をおこない門真西高校へ
の関心度を高める。 

イウ・学年・分掌・部活動等での活動状

況を定期的かつ適切に情報発信を

行い、保護者等の理解を得るととも

に、協力体制をさらに充実させる。 
 
 

ウ・三者（生徒・保護者・教員）交流
委員会を活性化し、学校行事への保
護者、地域からの参加を促進する。 

 
 
（２） 
ア・コア・ミーティング（校長・教頭・

事務長・首席）及び運営委員会が、
学校運営の中心となるよう確実な
定着を図る。 

・教職員間での連絡・周知事項等のICT
化を進め、会議及び校務の効率化を
図る。 

・学校説明会時の教職員の人数等、業
務の適正化に努める。 

 
イ・体罰根絶をはじめとする人権研修を

充実させ教職員の人権意識・人権感
覚の高揚を図る。 

 ・教育公務員としての自覚が一層高ま
るよう綱紀保持等、機会あるごとに
周知し公務に対する更なる信頼確
保に努める。   

・教職経験年数の少ない教員等を対象
にフレッシュミーティングを実施。 

（１） 
ア・全教員が中学校訪問、学校見学会及び

説明会に参画したか。 
 ・参加要請のある学校説明会（中学主催、

教育産業主催）にはすべて参加する。
（参加総数 H30：12 回 ） 

・中学校訪問実施数を昨年度より上回
る。（H30：93 校） 

 
イ・２週間に１度、ＨＰの更新の継続。 
  行事や保護者向け文書発送時等に合

わせてタイムリーにメルマガを発信
する。 

・保護者向け学校教育自己診断における
「学校情報の提供の努力をしている」
に 対 す る 肯 定 的 回 答 が 前 年 度
（H30：77.3％）を上回ったか。 

 
ウ・交流会で出た意見を学校教育活動や各

行事に反映させることができたか。 
 
 
（２） 
ア・学校全体を見据え、学校運営につい 

て企画・検討・調整ができたか。 
・各学年・教科・分掌の教職員の聞き取

り。 
・外部研修等を積極的に活用し、ミドル

リーダーの育成ができたか。 
 
イ・人権教育を中心とする校内研修を計画

的に実施できたか。 
 ・教職員の人権意識（気づき）が高まっ

たか。 
 ・フレッシュミーティングの開催（５回

以上） 

  

（１） 
ア・学校説明会 4 回のうち 2 回

を土曜授業と合わせて体験
授業と部活体験を教員全員
が参加して実施。（◎） 

・参加要請のある学校説明会に
はすべて参加。13 回（◎） 

・中学校訪問数は 164 校で 
 昨年を大幅に上回った。（◎） 

 
イ・ＨＰの更新は３月 19 日で

36 回。メルマガの発信は 16
回で、学校情報を保護者にタ
イムリーに提供した。（○） 

・保護者向け学校教育自己診断
の「学校情報の提供の努力を
し て い る 」 の 肯 定 割 合 は
70.6%であった。（△） 

 
ウ・ゆかた祭り後の交流会では、

地域での部活動の交流や行
事への参加について活発に
意見交換が行われた。（○） 

 
（２） 
ア・コア会議は定例で週 2 回実施。

運営委員会と並び学校運営に
ついて企画調整した。（○） 

 ・学年連携会議を新設、学年間 
の情報共有を活性化。（○） 

 ・教育センター主催のカリキュラ
ムマネジメント、リーダー養成
研修等に多くの経験年数の少
ない教員等が参加できた。（○） 

 
イ・特別支援教育や教育相談に関

する教職員人権研修を実施、
教職員の人権意識・人権感覚
の高揚に努めた。（◎） 

 ・教職員向け学校教育自己診断
の「教育活動全般における人
権尊重の姿勢」の肯定率は
76.7%（昨年比-5.4p）であ
った。（△） 

 ・今年度は、教職経験年数の少
ない教員に、新転任者も加え
て生徒指導に関する事例検
討と広報戦略についての検
討など 3 回実施。（△）  


